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１．背景・目的	

	 東日本大震災によって被害を受けた農業・農村

地域の復興が進んでいるといわれる一方で、被害

への理解が風化していると感じる人が年々増加

している。しかし、震災を一過性のものとして終

わらせるのではなく、将来の教訓とし、復興後の

発展をさらに推進していくためには、被災地外の

人々に地域の魅力を伝えて交流の機会を設ける

こと、現場の実情や当時の様子を正しく伝え、と

もに未来を考えることが重要である。	

溝口（2019）は、こうした考えのもとで主に学

生を対象とした放射線教育や現場でのスタディ

ツアーを開催してきた 1)。また、西脇ら（2018）

は、福島県飯舘村にて開催された現場見学会およ

び稲刈り体験を取り上げ、実際に現場に行って見

聞きすることの重要性を指摘している 2)。しかし、

これらはあくまで実施者の主観的な報告や事後

の簡易的なアンケートに留まっている。本研究は、

こうしたスタディツアーが参加者の抱く訪問地

域への印象に与える影響について定量的な分析

を行い、スタディツアーの開催意義や効果につい

て検証することを目的とした。	

	

２．調査の概要	

	 2018 年 10 月と 11 月に、福島県飯舘村を訪問

地としたケーススタディとして、1泊 2 日のスタ

ディツアーを計 3回実施した。対象は国内の国公

立大学の大学生および大学院生計 44 名である。

対象者に、ツアーの開催直前および 3ヶ月後に質

問紙をメールで送り、返送してもらった。回収率

は事前アンケートが 41/44、事後アンケートが

39/44 である。ツアー前後の変化を検証するため、

事前、事後どちらか一方のみに答えた参加者の回

答は除外して分析した。	

	

３．質問項目	

	 本研究での質問項目は表１の通りである。この

うち、自由記述によって回答を得た 1,2 について

は、水島（2018）3)、古賀・岩崎（2018）4)の方法

を参考に、KH	 Coder を使用し、頻出後の抽出と

共起ネットワークの作成を、3については因子分

析を行ったうえで事前事後の結果を比較した。な

お、共起ネットワークは全回答中に 3回以上出現

した語の組み合わせを抽出して作成することと

した。	

	

表１	質問項目	

Table１	Question	items	

	

４．結果と考察	

（１）スタディツアーへの期待と感想	

	 事前の質問紙調査と事後の質問紙調査におい

て抽出語数は増加した。また、頻出語から共起ネ

ットワークを作成したところ、事前調査では「飯

舘村、現状、知る」「大学、交流、方々」「食べる、

られる」などのクラスターが生成され、事後の質

問紙調査では「復興、進む、実感」「土壌、積み、

上げる、見る」「自然、豊か」などのクラスター
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が作成された。	

	 ここから、スタディツアー開催前には被災地の

現状を知ること、他大学、地元の人々との交流、

地元食材を食べることを期待していた参加者が

多かったと考えられる。東北地方から遠い大学の

参加者も多く、初めての被災地訪問で現状を学び

たいという意見が多かったと考えられる。開催後

の感想としては、現場での復興活動について見聞

きしたこと、豊かな自然があることといった比較

的ポジティブな感想がある一方で、汚染土壌の積

み上げや原発事故の被害がいまだに残っている、

というようなネガティブな感想も多くみられた。

ただし、開催後の感想は開催前に比べてより具体

的な事物に言及しているものが多く、スタディツ

アーを通し、訪れた地域に対して具体的なイメー

ジを持った参加者が多かったと考えられる。	

（２）飯舘村について知っていること	

	 事前の質問紙調査と事後の質問紙調査におい

て、抽出語の数は増加した。また、頻出語から共

起ネットワークを作成したところ、事前調査では

「風評、被害」「飯舘、牛」「原発、事故」などの

クラスターが作成された。事後調査では、「汚染、

土壌」「星、きれい」などのクラスターが作成さ

れた。事前、事後に共通するクラスターとしては

「除、染」「飯舘、牛」があった。	

	 ここから、スタディツアー実施前後で「除染地

域であること」「飯舘牛ブランドが存在すること」

の印象の強さは維持されており、さらにツアーを

通して実際に見聞きした事物の印象が強く残っ

ていることが示唆される。特に、「星」「汚染土壌」

については事前アンケートにおいてはほとんど

言及がなかった単語である。比較的街中の出身者

が多かったため、当日の満天の星空が印象的だっ

たこと、これまでに被災地を訪問したことのなか

った学生が多かったため、フレコンバックに詰め

られた汚染土壌のインパクトが大きかったこと

が考えられる。	

（３）スタディツアー実施前後の飯舘村に対す

る地域愛着について	

	 表 1 の 3 の 9 項目について、因子分析を行っ

たところ、「居住地としての村の魅力」「くつろげ

る空間としての魅力」「具体的なモノやコトへの

愛着」の 3 因子が抽出された。これらについて、

スタディツアー実施前後の得点の平均を比較す

るとほぼすべての項目で事後調査の得点が高く

なっていた。このうち、統計的にも有意であった

ものは 6項目であり、特に「くつろげる空間とし

ての魅力」を構成する 3つの質問回答は全て有意

であった。このことから、スタディツアーによっ

て参加者の飯舘村への愛着心は向上したと言え

る。	

	

５．まとめ	

	 参加者は村内ツアーを通して、被災地の現状や

復興の過程について具体的に知ることができ、訪

問前に持っていた学習ニーズを充足することが

できた。また、訪問前は「被災地」に行くことに

対して多少の不安を覚えていても、実際に訪れて

自分の目で見聞きすることで、具体的で正しい知

識を身につけることができ、不安が払拭されたと

ともに居心地の良さや事物への愛着心が芽生え

たと考えられる。このことから、本スタディツア

ーはその地域の知識や様子を参加者に伝え、地域

愛着を高める効果があったと言える。	
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